
  

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 2 月 7 日 

東京文化発信プロジェクト室 

（公益財団法人東京都歴史文化財団）  

 

当プレスニュースレターでは、東京文化発信プロジェクトの多様な事業を、さまざまな切り口からご紹介しています。 

 

地域地域地域地域とアートとアートとアートとアート        

～～～～地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける文化文化文化文化のののの役割役割役割役割とはとはとはとは～～～～    

 

 東京文化発信プロジェクトでは、都心や多摩、島しょなど都内各所で、それぞれのエリアならではの様々なプログ

ラムを展開しています。 

本ニュースレターでは、『地域とアート』をテーマに、各プログラムの概要のほか、地域に根ざしたアートの役割や

重要性について、主催者や参加アーティストの方々の声を交えてご紹介いたします。 

    

    

    

    

    

  

新新新新しいしいしいしい形形形形のののの都市都市都市都市とアートのとアートのとアートのとアートの融合融合融合融合にににに挑戦挑戦挑戦挑戦！「！「！「！「六本木六本木六本木六本木アートナイトアートナイトアートナイトアートナイト 2012201220122012」」」」    

地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける文化文化文化文化のののの役割役割役割役割とは・・・とは・・・とは・・・とは・・・    

    
 

六本木の街に、デザイン、音楽、映像などを含む多様な

アート作品を点在させることで、非日常的な体験を作り

出し、生活の中でアートを楽しむというライフスタイル

を提案するイベント「六本木アートナイト 2012」。本イ

ベントに出展する、日本の歴史や文化より着想し、多様

なメディアを用いて創作活動を行うアーティストグルー

プ Antenna（アンテナ）の田中英行氏に、イベントに向

けた意気込みや地域に密着したアートイベントの重要性

についてお伺いしました。 

    

みんなでつくるみんなでつくるみんなでつくるみんなでつくる、、、、みんなのおみんなのおみんなのおみんなのお祭祭祭祭りりりり    

――――「「「「六本木六本木六本木六本木アートナイトアートナイトアートナイトアートナイト 2012201220122012」」」」でのでのでのでの出展作品出展作品出展作品出展作品およびおよびおよびおよび活動活動活動活動

内容内容内容内容をををを教教教教えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

今年は、Antenna の大きなテーマを“ジャッピーと作る

みんなのお祭り”として、日本を元気にしよう、ハッピ

ーにしようという想いのもと、参加型のお祭りを東京ミ

ッドタウンの玄関部分（キャノピー・スクエア）と、芝

生広場にてやぐらを組んで、みんなでお祭りをつくると

いうプロジェクトを考えています。 

ジャッピーというのは、

“Japan”と“Happy”を掛

け合わせてできたキャラク

ターで、みんなの幸せや日

本のことなどをもう一度み

んなで考える機会を持てる

ようなことをアートで取り

組みたいと思い生み出しま

した。 

CLOSECLOSECLOSECLOSE----UPUPUPUP①①①①：「：「：「：「六本木六本木六本木六本木アートナイトアートナイトアートナイトアートナイト 2012201220122012」」」」    アートでつくろうアートでつくろうアートでつくろうアートでつくろう、、、、日本日本日本日本のののの元気元気元気元気    

アーティストグループアーティストグループアーティストグループアーティストグループ AntennaAntennaAntennaAntenna（（（（アンテナアンテナアンテナアンテナ））））のののの田中英行氏田中英行氏田中英行氏田中英行氏がががが語語語語るるるる『『『『地域地域地域地域とアートとアートとアートとアート』』』』 

© Nobutada Omote 



© Antenna ジャッピー ／ Jappy 

このジャッピーのコンセプ

トを骨格にして展示をした

いと思っています。この展示

では、「幸せ札」というもの

を作るのですが、来場者や地

元の方など、いろいろな方々

に、そこにみんなの“幸せ”

を書いてもらい、それをジャ

ッピーの御輿ややぐらに貼

付けられるようにする予定

です。 

 

人人人人のののの数数数数だけだけだけだけ““““幸幸幸幸せせせせ””””があるとがあるとがあるとがあると思思思思うううう、、、、それをみんなでそれをみんなでそれをみんなでそれをみんなで考考考考ええええ

たいたいたいたい    

――――「「「「六本木六本木六本木六本木アートナイトアートナイトアートナイトアートナイト 2012201220122012」」」」をををを通通通通してしてしてして伝伝伝伝えたいことはえたいことはえたいことはえたいことは

どんなものでしょうかどんなものでしょうかどんなものでしょうかどんなものでしょうか？？？？    

“幸せ”という言葉は一つですが、人が百人いたら百人

の、千人いたら千人の“幸せ”があると思うのです。み

なさんにとって価値は一つではないということです。こ

うしたことは普段は意識しているものではありません。

今回の展示で「幸せ札」を使い、そういったものを改め

て言葉にすることで、意識してなかったことを、もう一

回再認識するような仕組みを作れたらと考えています。 

 

史実史実史実史実にににに基基基基づくづくづくづく架空架空架空架空のののの物語物語物語物語「「「「六本木伝六本木伝六本木伝六本木伝承承承承」」」」    

――――今回今回今回今回、、、、作品作品作品作品にににに六本木六本木六本木六本木ということをということをということをということを意識意識意識意識したしたしたした点点点点はありまはありまはありまはありま

すかすかすかすか？？？？    

いつも作品を作る上で、昔からずっと受け継がれてきた 

“過去”のものを、“今”とうまく接続して作品に落とし

込むということを心がけています。今回も六本木の歴史

を調べ、六本木の地名の由来が、松が六本生えていたと

か、木の姓を持つ大名屋敷が六つあったなど、色々な面

白い伝承や史実を集めて、それらを架空の物語にし「六

本木伝承」というアニメーションを作りました。これは、

「六本木アートナイト 2012」当日上映する予定で、現在、

計画が進行しています。 

六本木というのは、現代の日本を象徴するような街だと

思います。毎日が“ハレ”の状態というか、非日常的な

状態がずっと繰り返されている祝祭的な場所のように感

じています。今の東京っぽさを感じる場所ですね。 

 

欠落欠落欠落欠落していたしていたしていたしていた部分部分部分部分にににに目目目目をむけるきっかけにをむけるきっかけにをむけるきっかけにをむけるきっかけに    

――――昨年昨年昨年昨年はははは震災震災震災震災のののの影響影響影響影響でででで中止中止中止中止となりましたとなりましたとなりましたとなりました。。。。そのときはどそのときはどそのときはどそのときはど

んなんなんなんな思思思思いでしたかいでしたかいでしたかいでしたか？？？？    

震災があって、しばらくは何も考えられませんでした。

京都に住んでいるので、具体的に被害はなかったのです

が、今までやってきた流れみたいなものが断ち切られた

ような気がしました。「六本木アートナイト」が中止にな

ったときは、こういったときにこそ、アートのイベント

が大切なのではと感じました。今回震災があったことで、

僕自身もそうですが、日常が断ち切られ、今まで欠落し

ていた部分に目をむけるきっかけになったのではないか

なと思っています。震災以降は、今まで自分たちが伝え

てきたメッセージをもっと声を大きくして、広げていけ

たらいいなと思っています。 

 

少少少少しでもみんなのしでもみんなのしでもみんなのしでもみんなの救救救救いになるようないになるようないになるようないになるような作品作品作品作品にしたいにしたいにしたいにしたい    

――――３３３３月月月月にににに本番本番本番本番をををを迎迎迎迎えますがえますがえますがえますが、、、、今今今今のののの心境心境心境心境やややや意気込意気込意気込意気込みをおみをおみをおみをお聞聞聞聞

かせいただけますでしょうかかせいただけますでしょうかかせいただけますでしょうかかせいただけますでしょうか？？？？    

より多くの人々に自分たちの想いが伝わるよう、またワ

ークショップ等のイベントにも、参加してもらえるよう

にがんばりたいですね。少しでもみんなの救いになるよ

うなプロジェクトができたらいいなと思っています。

＜＜＜＜AntennaAntennaAntennaAntenna（（（（アンテナアンテナアンテナアンテナ））））    プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール＞＞＞＞    

2002 年結成、京都を拠点に活動するアーティストグループ。日本の歴史と文化より着想し、多様なメディアを用いて創作活動を行

う。Antenna はコアメンバーの市村恵介と田中英行、他に絵師:小鐵裕子、塗師:川崎亮らによって構成される。 

    
    
・日時：平成 24年 3 月 24日（土）10：00～3 月 25 日（日）18：00 

※イベント等が集積するコアタイムは、日没（17：56）から日の出（5：38）まで 

・開催場所：六本木ヒルズ、森美術館、東京ミッドタウン、サントリー美術館、 

21_21 DESIGN SIGHT、国立新美術館、六本木商店街、その他六本木地区の協力施設

やギャラリー、飲食店など 

・入場料：無料（但し、一部の美術館企画展及びプログラムは有料） 

 

 

「六本木アートナイト 2012」 開催概要 

 ©2010 六本木アートナイト実行委員会 



 

 

 

都内都内都内都内のののの人気人気人気人気エリアをエリアをエリアをエリアを舞台舞台舞台舞台にににに開催開催開催開催されるされるされるされる国際的国際的国際的国際的なななな映像映像映像映像のののの祭典祭典祭典祭典    
映像映像映像映像のののの裏側裏側裏側裏側とはとはとはとは・・・・・・・・・・・・    

 
    
開催が直前に迫る「第 4 回 

恵比寿映像祭」。テーマの設

定や企画のとりまとめなど

を務める恵比寿映像祭ディ

レクターの岡村恵子氏に本

イベントの見どころや、地域

とアートの関係についてお

話を伺いました。 

    

““““いかにいかにいかにいかに作作作作られているかられているかられているかられているか””””というというというという視点視点視点視点でででで、、、、楽楽楽楽しみしみしみしみ方方方方をををを発発発発

見見見見してほしいしてほしいしてほしいしてほしい    

――――今回今回今回今回のテーマはのテーマはのテーマはのテーマは、『、『、『、『映像映像映像映像のフィジカルのフィジカルのフィジカルのフィジカル』』』』ですがですがですがですが、、、、見見見見どこどこどこどこ

ろなどについてろなどについてろなどについてろなどについて教教教教えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

『映像のフィジカル』というのは、ものすごくベーシッ

クなテーマだと思っています。映像を観るときというの

は、物語や、人や、場所など、「そこに何が映っているん

だろう？」という視点で、見てしまうことが多いと思い

ます。今回は、そこから一歩踏み込んで、その映像が、

“いかに作られているか”という視点で、映像の面白さ

の色々な楽しみ方を発見して頂けると、より映像の味わ

い方が、深まってくるのではないかと思っています。 

そういう視点は、これまでも取り入れてきたつもりです

が、今年は改めて正面から“いかに”というところを強

調できるような作品を集めました。例えば、映像を見て

いるときに、それを映している機械（ハード）の方は誰

も見ませんよね？今回の出展作品では、機械そのものが

主役になっているものもあります。今は、とてもメディ

アの選択肢が広いので、映像を作る人も多くの選択肢の

中から、自分の表現したいことや、見せたいものに一番

ふさわしい方法を選んでいると思います。どういうもの

を選んでいるか、“いかにそれが見せられているか”とい

う視点で見から、逆にそこで何を言おうとしているのか

という、映像への理解も深まるかなと思っています。 

 

ヴァーチャルなヴァーチャルなヴァーチャルなヴァーチャルな映像文化映像文化映像文化映像文化をををを支支支支えるのはえるのはえるのはえるのは、、、、映像映像映像映像のフィジカのフィジカのフィジカのフィジカ

ルなルなルなルな部分部分部分部分 

――――『『『『映像映像映像映像はフィジカルなものではフィジカルなものではフィジカルなものではフィジカルなもので（（（（もももも））））あるあるあるある』』』』がががが副題副題副題副題となとなとなとな

っておりますがっておりますがっておりますがっておりますが、（、（、（、（もももも））））にににに込込込込められためられためられためられた意図意図意図意図とはとはとはとは？？？？    

 

普通、映像は実体のないものなので、例えば『映像はヴ

ァーチャルなものである』と言った方が私達にとって自

然かもしれません。しかし、今年あえて「映像はフィジ

カルなものである」としているのは、ヴァーチャルな映

像を成り立たせるには、ものすごく物理的なインフラと、

それを見る人というのが必要だからです。“フィジカル”

には「物理的・物質的」と「身体的」という二つの意味

があります。映像には、ハードとそれを受け取る人のフ

ィジカリティの両方が関わっているので、今年はそこに

あえて目を向けて欲しいという意味で、「で（も）ある」

としました。 

このようなテーマにした背景には、東日本大震災のとき

に、さまざまな物理的なものが壊れうる、あたりまえと

思っていた前提が前提でなくなりうるということをあら

ためて突き付けられたということがあります。企画を立

てている頃には、東京でも計画停電が行われていました

し、映像が電気機器をはじめとしたハードに依存してい

ること、前提となるインフラに対する支えを失えば、映

像文化そのものを維持できないという現実を突きつけら

れました。同時に、メディアにできること、二次的に現

実を体験させる映像に何ができるのか、というようなこ

とも含めて、映像について考えることの多い一年だった

と思っています。 

 

知知知知らないらないらないらない街街街街をををを発見発見発見発見できるチャンスできるチャンスできるチャンスできるチャンス    

――――このようなエリアにこのようなエリアにこのようなエリアにこのようなエリアに密着密着密着密着したイベントのしたイベントのしたイベントのしたイベントの重要性重要性重要性重要性やそれやそれやそれやそれ

がもたらすがもたらすがもたらすがもたらす影響影響影響影響はどういったものがあるとおはどういったものがあるとおはどういったものがあるとおはどういったものがあるとお考考考考えですえですえですえです

かかかか？？？？    

どんなきっかけであれ、ちょっと行ってみようというイ

ベントなどがあることで、自分の知らない東京に行ける

チャンスが広がると思いますし、目的はイベントを見に

行くことだとしても、知らない街を発見できるメリット

はあると思います。また、知っているはずの街、つまり

は場所としてのコミュニティに所属している人達にとっ

ても、再発見をする機会になるのではないでしょうか。 

参加の仕方も色々だとは思いますが、文化的な活動とい

うのは、「物質的」であるハードとしての箱、つまりイン

フラが整うことと、「身体的」である人が育つと言うこと 

 

CLOSECLOSECLOSECLOSE----UPUPUPUP②②②②：「：「：「：「第第第第 4444 回回回回    恵比寿映像祭恵比寿映像祭恵比寿映像祭恵比寿映像祭」」」」    映像映像映像映像のフィジカルのフィジカルのフィジカルのフィジカル    
ディレクターディレクターディレクターディレクター    岡村恵子氏岡村恵子氏岡村恵子氏岡村恵子氏がががが語語語語るるるる『『『『地域地域地域地域とアートとアートとアートとアート』』』』    



の両方伴わないと根ざしていきません。各エリアに文化

活動への接点が増えることで、「じゃあここに箱ができた

らどうだろう？」という想像力も広がりますし、「どんな

箱をデザインしたらいいか」ということを考えることに

もなるでしょう。 

大きかったり敷居が高い箱だと、一般の方にとっては参

加の仕方や、主体的な関わり方を持ちにくいと思うので

すが、街や場所に根ざしたものなら、さまざまな参加の

仕方を見出し、主体的に関われそうと思う人が増えるの

で、そこから文化の担い手のプロになる人も、プロのお

客さんになる人もいると思います。 

色んな働きかけを通して、自分たちのものとして、文化

を考える人達が育っていくということが、文化の活性化

と定着に繋がるのではないかなと思っています。 

 

文化的文化的文化的文化的なものをなものをなものをなものを成熟成熟成熟成熟させていくのにさせていくのにさせていくのにさせていくのに程程程程よいよいよいよい街街街街    

――――「「「「第第第第 4444 回回回回    恵比寿映像祭恵比寿映像祭恵比寿映像祭恵比寿映像祭」」」」においてにおいてにおいてにおいて、、、、恵比寿恵比寿恵比寿恵比寿ならではとならではとならではとならではと

いうポイントがありましたらいうポイントがありましたらいうポイントがありましたらいうポイントがありましたら教教教教えてえてえてえて下下下下さいさいさいさい。。。。    

「恵比寿映像祭」という名前をつけたときには、恵比寿

＝写真美術館という考えがありました。写真美術館のス

タッフが、その施設をメインに使って行う映像祭なので、

「写真美術館映像祭」でもよかったのですが、写真美術

館そのものが恵比寿という地域に根ざして15年以上経っ

ているという蓄積があり、この街自体のポテンシャルの

高さや、文化の発信事業をする場所としての良さ、魅力

というものを実感していたので「恵比寿映像祭」と命名

することにしました。    

恵比寿という街は、成熟しているといいますか、空気感

そのものに特色があると思います。生産性重視の経済活 

 

動とは違って、文化的な創造性を育むにはじっくり腰を

すえて物事を考える時間が必要だと思うのです。恵比寿

は新しくもあり、急いでいない街。文化的な活動の拠点

として、とても心地の良い場所だと思います。 

恵比寿ならではという点では、去年から地域連携プログ

ラムと題して、すでにこの地域でアートや文化に関わる

活動をされている施設や組織の方達にも、それぞれに「映

像のフィジカル」というテーマを踏まえた企画を実施す

るという形でご参加いただいております。 

 

普段触普段触普段触普段触れないものにもれないものにもれないものにもれないものにも興味興味興味興味をををを持持持持ってほしいってほしいってほしいってほしい！！！！    

――――今回今回今回今回のオススメのオススメのオススメのオススメ作品作品作品作品はありますかはありますかはありますかはありますか？？？？    

100人以上の作家が参加していて、全部おすすめなのです

が、せっかくなら、間違いなく自分の食指に引っかかり

そうなものと、絶対普段だったら見ないだろうと思うも

の両方を見て、その違いを愉しんでいただきたいです。 

恵比寿ガーデンプレイスのセンター広場で行うオフサイ

ト展示では、エキソニモという気鋭のアート・ユニット

による体験型の作品も展示します。美術館の中だけでは

なく、屋外にもお忘れなくお立ち寄りください。 

また、今回は、ミュージシャンのジム・オルークさんと

建築家の鈴木了二さんにそれぞれ上映プログラムを組ん

でいただきました。鈴木さんは、展示にも出品されます

し、ジム・オルークさんは、会期の最終日に、無声映画

のコンテンツに合わせて、即興音楽をつけるというライ

ブ上映も行います。

＜＜＜＜岡村恵子岡村恵子岡村恵子岡村恵子氏氏氏氏    プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール＞＞＞＞    

恵比寿映像祭ディレクター/東京都写真美術館学芸員。東京都現代美術館学芸員を経て 2007 年より現職。「ＭＯＴアニュアル２００

０ 低温火傷」（2000 年）、「転換期の作法 ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリーの現代美術」（2005‐06 年）、「大竹伸

朗 全景 1955‐2006 年」（2006 年）などの企画に携わる。昨年、プレ・イヴェントとして手掛けた「映像をめぐる 7 夜」（2008

年）をふまえ、恵比寿映像祭を立ち上げる。 

 

＜開催概要＞ 

 

・日程：平成 24年 2 月 10日（金）～26 日（日）の 15日間 ※月曜日を除く 

・開館時間：10：00～20：00 ※26 日のみ 18：00 まで 

・会場：東京都写真美術館 及び 恵比寿ガーデンプレイス センター広場 他 

・料金：入場無料 ※定員のある上映・イヴェントは有料 

 

 

 

「第 4 回 恵比寿映像祭」 開催概要 



 

 

 

 「東京アートポイント計画」では、アートによって結ばれた、人・まち・活動の接点「アートポイント」を作り出

すために、まちなかにあるさまざまな地域資源を結ぶアートプログラムや、教育・防災・産業・環境・福祉などさま

ざまな分野と協働するアートプログラムなどを展開しています。 

 本ニュースレターでは、平成 23 年の年末に開催された「東京アートポイント計画」のプログラムの中から、「ひの

のんフィクション 2011」、「ぐるぐるヤ→ミ→プロジェクト」の当日レポートを以下、ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

「ひののんフィクシ

ョン 2011」は東京の郊

外都市日野を舞台と

したアート活動を通

して、日野の新たな文

化的生活空間を構築

することを目指すプ

ログラムです。平成 23年 11月 19 日（土）には、「ひの

のんフィクション 2011」の参加アーティスト楠原竜也氏

によるワークショップ「森に入る」が開催されました。

当日は雨にも関わらず 5～7 歳の子供たち 12名が、日野

市にある仲田公園「自然体験広場」で振付家楠原氏の先

導に従って森に入り、探検を行いました。かつて蚕糸試

験場だった自然体験広場の敷地内は豊かな緑に覆われて

おり、参加した子供た

ちからは「これは何の

実？」や「鳥がいる！」

といった声があがる

など、自然との触れ合

いを自由に楽しんで

いました。

    

    

    

    

    

「ぐるぐるヤ→ミ→

プロジェクト」では、

多くのギャラリーや

地域資源を持つ台東

区の谷中を舞台にさ

まざまな参加型プロ

グラムを展開。若手の

表現者や地域の人々との関係を築きながら実施していま

す。平成 23年 11月 23 日（水）には、「きむらとしろう

じんじんによる野点（のだて）」が開催されました。本プ

ログラムは陶芸家のきむらとしろうじんじん氏が陶芸屋

台を用いた野点を谷中の路上で行い、訪れた人は誰でも

その場でお茶碗の絵付けやお抹茶体験に参加できる内容

となっており、当日は天候にも恵まれ、多くの来場者で

賑わいを見せました。陶芸目的の方はもちろんのこと、

190cm 近い長身のじんじん氏のドラッグクィーン姿に

思わず足を止め、見入る人が続出するなど、閑静な住宅

街の路上が、非日常な空間へと変貌しました。陶芸を行

った参加者からは「また来年も参加したい」、「じんじん

さんに会いたいから

参加した」といった声

が多く聞かれ、作成し

たお茶碗を手に満足

した様子で家路につ

いていました。

■「ひののんフィクション 2011」 

■「ぐるぐるヤ→ミ→プロジェクト」 

CLOSECLOSECLOSECLOSE----UPUPUPUP③③③③：「：「：「：「東京東京東京東京アートポイントアートポイントアートポイントアートポイント計画計画計画計画」」」」    
『『『『地域地域地域地域とアートとアートとアートとアート』』』』にににに関関関関するプログラムレポートするプログラムレポートするプログラムレポートするプログラムレポート    



    
    

    

    

    「東京アートポイント計画」では、2 月から 3 月にかけて、前頁でご紹介いたしました「ひののんフィクション 2011」、

「ぐるぐるヤ→ミ→プロジェクト」に加え、足立区千住を舞台にした「アートアクセスあだち 2011 音まち千住の緑」

など、都内各所にて多数プログラムを展開します。以下、主なプログラムをご紹介させていただきます。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

東京文化発信東京文化発信東京文化発信東京文化発信プロジェクトとはプロジェクトとはプロジェクトとはプロジェクトとは    

 東京文化発信プロジェクトは、「世界的な文化創造都市・東京」の実現に向けて、東京都と東京都歴史文化財団が芸

術文化団体やアートＮＰＯ等と協力して実施しているプロジェクトです。都内各地での文化創造拠点の形成や子供・

青少年への創造体験の機会の提供により、多くの人々が新たな文化の創造に主体的に関わる環境を整えるとともに、

国際フェスティバルの開催等を通じて、新たな東京文化を創造し、世界に向けて発信していきます。 

 
 

〈この件の取材・掲載に関する報道関係の皆様からのお問合せ先〉 

東京文化発信プロジェクト 広報事務局 担当：村澤・宮島・坂元・村木  

〒107-0052 東京都港区赤坂 4-15-1 赤坂ガーデンシティ 18F 

TEL：03-6675-9298  FAX：03-5572-6065  MAIL： tokyobunka@vectorinc.co.jp 

プログラム PICK UP!! 

■「東京アートポイント計画」 

◆◆◆◆「「「「アートアクセスあだちアートアクセスあだちアートアクセスあだちアートアクセスあだち    音音音音まちまちまちまち千住千住千住千住のののの縁縁縁縁」」」」    

    

Memorial RebirthMemorial RebirthMemorial RebirthMemorial Rebirth    千住千住千住千住いろはいろはいろはいろは通通通通りりりり    

日程：平成 24年 3 月 17 日(土) 12:00～／15:00～ 

会場：千住いろは通り商店街 

アーティスト：大巻伸嗣 

入場料：無料 

内容：１分間に最大１万個のシャボン玉を発生させるマ

シーンを千住いろは通り商店街に設置。シャボン

玉が、見慣れたまちの風景を光へと変貌させます。 

 

野村誠野村誠野村誠野村誠ふろデュースふろデュースふろデュースふろデュース    風呂風呂風呂風呂フェッショナルなコンサートフェッショナルなコンサートフェッショナルなコンサートフェッショナルなコンサート    

日程：平成 24年 3 月 17 日（土）13:00～14:00 

会場：タカラ湯 

アーティスト：野村誠 

入場料：洗い場席 1,200円、脱衣所席 1,000円（要予約） 

内容：野村誠と公募で集まった演奏者が、全国的にも有

名な銭湯「タカラ湯」を舞台にだじゃれをテーマ

にしたコンサートを行います。 

    

    

空飛空飛空飛空飛ぶオーケストラぶオーケストラぶオーケストラぶオーケストラ大実験大実験大実験大実験    

――――    千住千住千住千住フライングオーケストラおフライングオーケストラおフライングオーケストラおフライングオーケストラお披露目会披露目会披露目会披露目会    

日程：平成 24年 3 月 20日（火・祝） 13:00～15:00 

会場：虹の広場（荒川河川敷） 

アーティスト：大友良英、梅田哲也、遠藤一郎、 

堀尾寛太、毛利悠子、 

チャンチキトルネエド（選抜メンバー） 

参加費：無料 

内容：大友良英と、企画をゼロから構成する「チーム・  

      アンサンブルズ」が、メンバーで制作した「音の 

      出る凧」を使って、空からの演奏会にチャレンジ 

      します。 

野村誠 《お湯の音楽会》 

◆◆◆◆「「「「ぐるぐるヤぐるぐるヤぐるぐるヤぐるぐるヤ→→→→ミミミミ→→→→プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト」」」」    

    

ぐるぐるミックスぐるぐるミックスぐるぐるミックスぐるぐるミックス一日体験教室一日体験教室一日体験教室一日体験教室    

日程：平成 24年 2 月 15日(水) 

会場：台東初音幼稚園内 初音ホール 

参加費：500円 

内容：おまわりさんの仕事道具を紹介してもらい、身近な材料で工作

します。自分なりのパトロールグッズを身につけてみんなで遊び

ます。 
平成 22 年度「ぐるぐるミックス一日体験教室」の様子 


